
ＮＰＯ日本住宅管理組合協議会

会長　川上　湛泳
つつじが丘ハイム管理組合

理事長　下川　雅士

ダイナミックな活動を展開日住協のアドバイスに期待

リーベスト東中山ステーションフロント管理組合

理事長　永楽　秀樹
ＮＰＯ日本住宅管理組合協議会

理事長　上地　光男

日住協とタッグで大規模修繕お陰様で日住協は周年

あけましておめでとうございます
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　１　月　５　日（日）

　築約年を越える当マンショ
ンの大規模修繕工事にあたり、
設計事務所・施工業者選定や住
民への各種説明会等でＮＰＯ日
住協のご支援を頂き、いよいよ
本年１月からの着工となりまし
た。大規模修繕工事は一通過点
であり、むしろ様々な価値観を
持つ方々が暮らすマンションで
の、今後の円滑な管理組合運営
のあり方が課題では、と考えて
います。引き続き、ＮＰＯ日住
協からの運営面での種々のアド
バイスに期待するところです。

　当リーベスト東中山ステーシ
ョンフロントは築年を迎え、
第１回目大規模修繕工事が今秋
着工予定です。日住協様、大規
模修繕委員、理事会と協力タッ
グで、住民の皆様に満足して頂
けるように邁進します。
　その後、長期修繕計画の見直
しも控えてます。理事会運営は、
対応範囲も広く、大変ですが、
とてもやりがいがあります。
　住民の皆様が参画しやすい理
事会にすることが、私のミッシ
ョンだと考えております。

　皆様におかれましては、清々
しい新年をお迎えのこととお慶
び申し上げます。
　おかげさまで、皆様に支えら
れ育まれてＮＰＯ日住協は、本
年設立周年を迎えます。この
一年を、これまでの歩みを真摯
に検証し、管理組合による管理
組合のための団体として進むべ
き将来を明らかにしていく年と
位置付け、活動してまいります。
　日住協の強みは豊富な課題解
決事例の蓄えと多面的な処方箋
にあります。本年も皆様と共に。

　日住協は、千葉市の稲毛３丁
目団地の集会所で、発会式を挙
げてから、ことし周年を迎え
ます。よくぞここまで来たとい
う思いより、これからが、勝負
という気持ちです。年前にマ
ンション管理適正化法ができて
から、管理会社が一段と力をつ
け、マンション管理士の動きも
活発化しています。環境は一変
しました。それに対して、管理
組合団体らしく徹底して管理組
合の側に立ったダイナミックな
活動を展開したい、と決意して
います。



廊下の床を外し

ての給水管、給

湯管の撤去作業

　給排水管など配管設備更新を
　実施したすすき野第三住宅

洗面所天井に
更新された上
階の配水管

工事事例　すすき野第三住宅（横浜市青葉区）

住戸内給排水配管その他改修工事について
有限会社トム設備設計　町田　信男

管理会社なしでは管理できないマンションが増えている
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♦
立
地
と
建
物
概
要

　
す
す
き
野
第
三
住
宅
は
若

い
人
に
人
気
の
あ
る
田
園
都

市
線
あ
ざ
み
野
駅
か
ら
バ
ス

で
五
つ
目
の
バ
ス
停
前
の
緑

の
多
い
環
境
の
中
に
立
地

し

４
・
５
階
建
て
７
棟
住

戸
数
１
３
６
戸
の
住
宅
で


昭
和

年
に
入
居
し
経
年


年
目
の
マ
ン
シ

ン
で
す


♦
設
計
事
務
所
と
の
関
わ
り

　
平
成

年
か
ら
組
合
で
始

め
た
設
備
改
修
勉
強
会
に
参

加

そ
の
後
給
水
設
備
直
結

化
の
設
計
監
理
を
受
託
し
平

成

年
に
工
事
が
完
了

そ

し
て
今
回
の
﹁
住
戸
内
給
排

水
配
管
そ
の
他
改
修
工
事
﹂

の
設
計
監
理
を
受
託

継
続

し
て
８
年
の
コ
ン
サ
ル
テ


ン
グ
を
行

て
い
ま
す


　
今
回
の
工
事
は

住
戸
内

設
備
配
管
の
取
替
工
事
で
す

の
で

﹁
改
修
工
事
が
必
要

で
あ
る
こ
と
﹂
を
周
知
し


居
住
者
の
理
解
・
協
力
が
不

可
欠
な
工
事
で
す
よ

て


詳
細
劣
化
調
査
を
実
施
し
給

排
水
管
・
給
湯
管
の
傷
み
の

確
認
を
行
い

そ
の
結
果
を

も
と
に
基
本
計
画
を
作
成
し

ま
し
た


♦
修
繕
積
立
金
を
住
戸
内
専

　
有
設
備
改
修
工
事
に
使
用

　
平
成

年
９
月
の
臨
時
総

会
で

規
約
改
正
の
承
認
を

特
別
決
議
で
承
認

﹁
専
有

部
分
で
あ
る
設
備
の
う
ち


共
用
部
分
と
構
造
上
一
体
と

な

た
部
分
の
管
理
を
共
用

部
分
の
管
理
と
し
て
行
う
必

要
が
あ
る
と
き
は

総
会
の

決
議
を
経
て

管
理
組
合
が

こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
﹂
と
す
る
規
約
改
正
で


専
有
部
分
の
工
事
に
修
繕
積

立
金
を
充
て
る
こ
と
を
可
能

と
し
ま
し
た


♦
リ
フ


ム
済
み
住
戸
対

　
応

　

年
を
経
年
し
水
場
周
り

他
の
リ
フ


ム
済
み
の
住

戸
が

％
以
上
あ
り

建
設

時
の
仕
上
げ
材
と
違
う
材
料

で
行
わ
れ
た
住
戸
が
殆
ど
で

し
た

今
回
は
建
設
時
の
原

状
復
旧
で
は
な
く

現
在
の

現
状
復
旧
で
の
改
修
工
事
と

し
て
総
会
で
承
認
さ
れ
ま
し

た

公
平
性
の
観
点
か
ら
原

状
復
旧
と
い
う
方
も
い
ま
す

が
管
理
組
合
へ
リ
フ


ム

届
を
提
出
し
承
諾
後
に
自
費

で
行

て
い
る
こ
と
を
原
状

の
ま
ま
の
方
に
理
解
し
て
頂

き
修
繕
積
立
金
で
改
修
工
事

を
行
い
ま
し
た


♦
共
用
設
備
と
住
戸
内
設
備

　
を
一
緒
に
工
事

　
今
回
の
工
事
で
は

共
用

排
水
管
と
併
せ
て
専
有
給
水

管
・
給
湯
管
・
排
水
管
・
ガ

ス
管
の
更
新
︵
取
替
︶
を
行

い
ま
し
た

こ
れ
は

修
繕

時
期
の
違
う
管
材
が
あ

て

も

住
戸
内
立
入
工
事
を
１

回
で
済
ま
せ
居
住
者
の
在
宅

負
担
を
少
な
く
す
る
こ
と


配
管
更
新
の
た
め
に
発
生
す

る
内
装
解
体
復
旧
や
器
具
類

の
取
り
外
し
再
取
付
を
１
回

で
済
ま
せ
コ
ス
ト
メ
リ

ト

を
図
る
こ
と
を
前
提
に
工
事

を
一
緒
に
行
い
ま
し
た


♦
下
階
天
井
内
排
水
管
の
床

　
上
化
工
事

　
す
す
き
野
第
三
住
宅
の
浴

室
防
水
は
ア
ス
フ

ル
ト
防

水︵
在
来
工
法
︶で
す
の
で


防
水
の
や
り
替
え
を
行
う
と

３
週
間
程
度
の
工
事
期
間
と

入
浴
が
で
き
な
い
こ
と
が
わ

か
り

排
水
管
改
修
に
伴
う

防
水
改
修
は
断
念
し
ま
し

た

そ
こ
で

洗
面
・
洗
濯

排
水
管
の
床
上
化
に
伴
い
ユ

ニ

ト
バ
ス
化︵
床
上
排
水
︶

へ
の
対
応
と
し
て
浴
室
間
際

ま
で
排
水
管
を
配
管
し
て


将
来
接
続
用
配
管
を
行
い
ま

し
た
当
然
今
回
の
工
事
で


自
費
負
担
で
ユ
ニ

ト
バ
ス

を
導
入
し
た
住
戸
で
は
将
来

接
続
用
配
管
に
接
続
し
ま
し

た
の
で

下
階

天
井
内
排
水
管

の
工
事
は
行


て
い
ま
せ
ん


ま
た

今
回
ユ

ニ

ト
バ
ス
化
で
き
な
い
住

戸
で
は

浴
室
排
水
金
物
と

接
続
立
ち
下
が
り
管
を
清
掃

し
て
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
を
内
面

に
塗
布
し
延
命
を
図
り

下

階
天
井
排
水
管
の
取
替
を
行

い
生
活
に
支
障
の
無
い
よ
う

に
し
た
工
事
と
な

て
い
ま

す


♦
工
事
会
社
選
定

　
見
積
参
加
希
望
者
を
ア
メ

ニ
テ

新
聞
と
建
通
新
聞
の

２
社
に
掲
載
し
て
も
ら
い


公
開
公
募
を
行

た
結
果


応
募
７
社
に
見
積
依
頼
し


そ
の
内
２
社
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
し
て
㈱
太
平
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
に
決
め
ま
し
た


♦
工
事
の
準
備
と
期
間

　
全
戸
の
住
戸
内
事
前
調
査

の
内
容
と
工
事
説
明
会

先

行
工
事
等
々

準
備
期
間


日
間
を
要
し
た


　
先
行
工
事
を
行

た
結

果

住
戸
内
工
事
で
は
予
定

し
て
い
た
５
日
間
工
事
で
は

難
し
い
こ
と
が
わ
か
り
７
日

間
工
事
の
工
程
変
更
と
居
住

者
へ
の
お
知
ら
せ
を
行
い
ま

し
た


　
工
事
は
昨
年
８
月

日
の

お
盆
明
け
か
ら
ス
タ

ト


住
戸
内
立
ち
入
り
工
事
期
間

は
８
月

日
か
ら

月


日

材
料
の
不
足
や

内
装

工
事
業
者
の
入
れ
替
え
な
ど

が
あ

た
が

全
戸
の
工
事

日
程
を
崩
す
こ
と
な
く
終
了

し
た
こ
と
は

実
績
の
あ
る

施
工
会
社
を
選
定
し
た
結
果

が
良
か

た
と
判
断
し
ま

す


　神戸市のニュータウン内で超高層とタウンハ
ウスで一管理組合。タウンハウスの一階はプラ
スアルファ（離れ部屋）付き。修繕積立金と管理
費の月額単価は超高層もタウンハウスも同額。
外壁修繕では少し差を付けたが、もろもろの修
繕項目があるので実質はどんぶり勘定。こんな
組み合わせは兵庫県内では多数。

　
昭
和

年
代
に
公
団
分
譲

が
独
壇
場
の
時
に

質
よ
り

量
と
言
わ
れ

画
一
的
な
建

物
の
デ
ザ
イ
ン

南
面
均
等

配
置

建
物
ご
と
の
規
格
住

宅
型
が
主
流
で
あ

た

通

常
商
店
舗
は
分
譲
団
地
の
外

に
計
画
さ
れ
た

大
規
模
団

地
で
は
建
物
の
高
さ
の
違
い

ご
と
に
管
理
組
合
が
分
れ
て

い
た
か
ら

単
棟
で
あ
れ


複
数
棟
で
あ
れ
長
期
修
繕
計

画
を
立
て
る
際
に
大
き
な
障

害
は
少
な
か

た

住
宅
管

理
の
公
平
性
を
担
保
す
る
上

で
は
ま
こ
と
に
都
合
が
良
か


た


　
と
こ
ろ
が
民
間
分
譲
が
増

え
る
に
連
れ
て

収
益
最
大

化
を
図
る
目
的
で

１
棟
内

に
多
様
な
住
宅
型
が
混
合

し

立
地
に
よ

て
店
舗
や

事
務
所
が
併
設
さ
れ
た

さ

ら
に
敷
地
形
状
高
さ
制
限


方
位
に
合
わ
せ
た
多
様
な
形

の
住
棟
デ
ザ
イ
ン
が
増
え

た

大
規
模
超
高
層
マ
ン
シ


ン
で
は
豪
華
な
ラ
ウ
ン

ジ

宿
泊
室

展
望
室

プ


ル

図
書
室

フ


ト

ネ
ス
空
間
を
用
意
し

さ
ら

に
フ
ロ
ン
ト
サ

ビ
ス
を
多

様
化
す
る
こ
と
で
リ

チ
な

夢
の
気
分
を
与
え
た


　
近
年
大
規
模
化
に
よ
る
こ

と

複
合
化
す
る
こ
と

情

報
化
す
る
こ
と
で

管
理
の

場
で
は
よ
り
専
門
的
な
知
識

・
技
術
と
豊
富
な
経
験
が
要

求
さ
れ
る
に
至

た

自
主

管
理
は
例
外
化
し

管
理
会

社
へ
の
依
存
度
を
高
め
て
い

る

管
理
業
務
が
複
雑
化
し

て
い
る
上
に
人
間
関
係
の
疎

遠
化
が
進
行
し
て
い
る
か
ら

仕
方
が
な
い
が

た
だ
し
委

託
し
て
も
問
題
が
全
て
円
滑

に
処
理
さ
れ
る
訳
で
は
な

い

近
年
の
大
規
模
開
発
で

は
専
門
家
の
知
識
や
経
験
だ

け
で
は
乗
り
越
え
に
く
い
区

分
所
有
法
上
の
盲
点
が
次
々

増
え
て
来
た
か
ら
で
あ
る


　
建
築
計
画
か
ら
見
れ
ば
Ａ

：
高
さ
が
大
き
く
異
な
る
建

物
の
混
合

Ｂ
：
戸
数
規
模

が
大
き
く
異
な
る
建
物
の
混

合

Ｃ
：
非
住
宅
施
設
の
複

合

Ｄ
：
竣
工
年
度
が
大
き

く
異
な
る
建
物
の
混
合

Ｅ

：
１
棟
内
で
賃
貸
階
・
分
譲

階
に
分
れ
る
場
合

Ｆ
：
人

工
地
盤
や
共
用
施
設
等
で
繋

が

た
分
譲
棟
と
賃
貸
棟
又

は
分
譲
棟
と
非
住
宅
棟
に
分

れ
る
場
合
な
ど
で
あ
る

　

　
た
だ
し
棟
数
の
認
定
が
困

難
な
場
合
も
生
じ
る

構
造

的
に
独
立
し
て
居
て
も

階

段
エ
レ
ベ

タ

が
片
方
に

無
け
れ
ば
棟
と
し
て
独
立
は

不
可
能
で
あ
る

で
は
両
方

に
あ

た
ら
２
棟
と
認
定
す

る
か
は
状
況
次
第
で
解
釈
が

分
か
れ
や
す
い


　
大
規
模
化
す
る
と
Ａ
の
事

例
が
増
加
す
る

多
少
の
高

低
差
な
ら
費
用
の
差
を
無
視

で
き
る
が

超
高
層
と
低
層

の
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
で
戸
当
た

り
修
繕
費
用
を
均
等
化
し
て

い
た
事
例
が
あ
る

こ
れ
ほ

ど
の
高
低
差
で
な
く
て
も


高
さ
混
合
は
意
外
と
多
い


多
く
は
ど
ん
ぶ
り
勘
定
で
あ

る

Ｃ
の
事
例
は
市
街
地
再

開
発
事
業
で
多
い

問
題
に

な
る
の
は
衰
退
し
つ
つ
あ
る

地
方
都
市
に
建
つ
場
合
で


テ
ナ
ン
ト
が
撤
退
し
た
後


長
期
空
き
ス
ペ

ス
と
な


た
場
合
で
あ
る

管
理
費
等

の
長
期
滞
納
が
起
き
た
ら
上

階
マ
ン
シ

ン
の
修
繕
実
施

も
困
難
に
な
る

面
積
が
超

高
層
住
宅
３
割

足
元
に
病

院
７
割
の
１
棟
の
事
例
で
は

多
数
決
ル

ル
は
機
能
し
な

い

病
院
が
倒
産
し
た
ら
多

分
住
宅
は
道
連
れ
で
あ
る


Ｅ
の
事
例
は
Ｕ
Ｒ
の
再
開
発

事
業
及
び

民
間
の
等
価
交

換
事
業
で
し
ば
し
ば
発
見
で

き
る

賃
貸
階
の
居
住
者
は

い
わ
ば
お
客
さ
ん
で
あ
り


防
火
避
難
訓
練
に
も
無
関
心

が
多
い

修
繕
を
Ｕ
Ｒ
と
の

話
合
い
で
決
定
し

多
数
決

ル

ル
は
機
能
し
な
い

問

題
に
対
処
す
る
に
は
運
営
の

工
夫

問
題
を
想
定
し
た
規

約
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る


全
体
管
理
組
合
と

棟
別
修

繕
委
員
会
方
式

棟
別
管
理

組
合
と
共
有
物
管
理
の
連
合

管
理
組
合
方
式
な
ど
で
あ
る

が

何
れ
も
完
璧
で
な
い


昔
に
戻
れ
と
言
う
訳
に
行
か

な
い
が

設
計
・
販
売
の
段

階
か
ら
管
理
を
考
え
る
べ
き

だ
が

そ
れ
に
は
管
理
の
専

門
家
が
設
計
段
階
か
ら
入
る

の
が
良
い

　
︵
つ
づ
く
︶
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謹
賀
新
年

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

︵
ア
メ
ニ
テ

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
一
同
︶

マ
ン
シ

ン
管
理
会
社
の
防
災
対
策

防
災
キ

ン
ペ

ン

防
災
ハ
ン
ド
ブ

ク
を
作
成

管
理
組
合
向
け
ホ

ム
ペ

ジ
に

防
災
対
応
コ
ン
テ
ン
ツ
を
掲
載

ライフポート西洋㈱防災ハンドブック表紙

防
災
の
専
門
企
業
が

防
災
対
策
を
提
供

「管理組合ホームページ」トップイメージ

平成年
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★中古マンション、値上がり続く　割
　安感で人気　首都圏はカ月ぶり高
　水準。　　　　　（／日本経済）
★多摩ニュータウンで移動販売　京王
　電鉄が食料品などの移動販売を開始
　した。　　　　　　　（／毎日）
★最高６億円のマンション、南麻布に
　完成　ＮＴＴ都市開発が建設「ウェ
　リス有栖川」。（／日本経済）
★空き店舗で介護予防　埼玉県和光市
　は、急速に高齢化している市内団地
　の空き店舗に高齢者の健康相談など
　を行う拠点施設を設置する方針。拠
　点施設は西大和団地内の空き店舗に
　設ける。　　　　　　（／東京）
★団地ヤギ、雑草完食し任務終了　都
　市再生機構が町田山崎団地での実証
　実験終了。２カ月間で㎡の雑草
　をほぼ食べ尽くした。（／読売）
★埼玉県住宅公社、ルームシェアを初
　導入　まずは公社賃貸住宅「新座四
　季タウン」の１室を貸し出す。
　　　　　　　　　（／２日本経済）
★穴吹興産、中古マンション買い取り
　サイトを開設　物件を買い取って賃
　貸収入を得るほか、入居者の退去後
　にはリフォームなどを施して再び販
　売する。　　（／３　日本経済）
★ＵＲ神奈川地域支社、大規模団地・
　洋光台団地を活性化　第１弾にＪＲ
　洋光台駅前広場の改修の基本設計に
　入る。多世代が交流する拠点も整備
　する。　　　　　（／５日本経済）
★老朽マンション売却・解体へ税優遇
　政府・与党は古いマンションの売却
　と解体をしやすくする税優遇の検討
　に入った。　　　（／６日本経済）
★被災マンション、敷地売却決議…同
　意８割初適用　「東仙台マンション」
　（年築）で売却を決議。これま
　で行方が分からない区分所有者がい
　たため売却できなかったが年６
　月被災マンション法が緩和されて可
　能になった。　　　　（／９読売）
★老朽マンションの売却・解体、税優
　遇盛る　税制改正大綱には年以
　前のマンションを旧耐震基準のマン
　ションを丸ごと売る場合、所有者の
　譲渡所得にかかる税率を低くする。
　建替えやオフィスビルへの転用を促
　す。また、マンションを丸ごと売る
　には住民全員の合意が必要だが、住
　民の合意要件を８割に引き下げる方
　針。　　　　　　（／日本経済）

●
あ
け
ぼ
の
通
商
㈱

●
ア
ゴ
ラ
造
園
㈱

●
い
ず
み
テ
ク
ノ
ス
㈱

●
Ｓ
Ｅ
Ｃ
エ
レ
ベ

タ

㈱

●
Ｓ
Ｍ
Ｃ
リ
フ


ム
㈱

●
Ｎ
Ｐ
Ｃ
パ
イ
プ
ラ
イ
ニ
ン

　
グ
協
会

●
㈱
大
場
造
園

●
大
阪
ガ
ス
リ
ノ
テ

ク
㈱

●
㈱
神
奈
川
保
健
事
業
社

●
化
研
マ
テ
リ
ア
ル
㈱

●
関
東
防
水
管
理
事
業
協
同

　
組
合

●
㈱
久
野
建
装

●
㈱
グ
ラ

ク

●
㈱
経
済
調
査
会

●
京
浜
管
鉄
工
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㈱

●
㈱
ケ
ミ
テ

ク

●
建
設
塗
装
工
業
㈱

●
建
装
工
業
㈱

●
㈱
サ
カ
ク
ラ

●
三
協
立
山
ア
ル
ミ
㈱
三
協

　
ア
ル
ミ
社

●
三
和
建
装
㈱

●
ジ

パ
ン
・
エ
ン
ジ
ニ
ア

　
リ
ン
グ
㈱

●
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融

　
支
援
機
構

●
昭
石
化
工
㈱

●
シ
ン
ヨ

㈱

●
積
水
化
学
工
業
㈱

●
㈱
ソ
エ
ジ
マ

●
東
光
園
緑
化
㈱

●
㈱
ダ
イ
フ
レ

ク
ス

●
㈱
太
平
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

　
グ

●
㈱
大
和

●
タ
キ
ロ
ン
マ
テ

ク
ス
㈱

●
田
島
ル

フ

ン
グ
㈱

●
タ
マ
ガ
ワ
㈱

●
中
外
商
工
㈱
東
京
支
店

●
㈱
電
設
工
業

●
ト

セ
ツ
㈱

●
ト
レ

ド
シ


オ

ガ

　
ナ
イ
ザ

ズ
㈱

●
南
海
工
業
㈱

●
㈱
並
木
樹
脂

●
㈱
日
本
経
済
新
聞
社

●
日
本
高
層
管
財
㈱

●
日
本
産
業
㈱

●
日
本
滌
化
化
学
㈱

●
日
本
水
理
㈱

●
日
本
設
備
工
業
㈱

●
日
本
総
合
住
生
活
㈱

●
日
本
ハ
ウ
ズ
イ
ン
グ
㈱
町

　
田
支
店

●
㈱
日
本
ビ
ソ

横
浜
支
店

●
日
本
ペ
イ
ン
ト
㈱

●
日
本
防
水
工
業
㈱

●
㈱
Ｐ
・
Ｃ
・
Ｇ
テ
ク
ニ
カ

●
フ
ジ
ミ
ビ
ル
サ

ビ
ス
㈱

●
㈱
マ
ル
ナ
カ

●
㈱
柳
島
寿
々
喜
園

●
ヤ
マ
ギ
シ
リ
フ


ム
工

　
業
㈱

●
㈱
ヨ
コ
ソ


●
渡
辺
物
産
㈱

　
　
　
　
　
︵
五
十
音
順
︶

　
ラ
イ
フ
ポ

ト
西
洋
㈱

は

２
０
１
２
年

防
災
ハ

ン
ド
ブ

ク
﹁
災
害
に
負
け

な
い
マ
ン
シ

ン
ラ
イ
フ
﹂

を
作
成
し
た


　
２
０
１
２
年
以
前

同
社

は
要
望
の
あ

た
管
理
組
合

を
個
別
に
サ
ポ

ト
す
る
形

で
防
災
対
策
を
行
う
こ
と
は

あ

た
が

全
社
的
な
取
り

組
み
と
し
て
防
災
対
策
を
行

う
の
は
初
め
て


　
き

か
け
は
先
の
震
災

時

同
社
自
身
も
被
災
者
と

な
り

交
通
機
関
の
混
乱
な

ど
も
あ

て

管
理
組
合
や

入
居
者
へ
の
対
応
が
遅
れ
た

こ
と
か
ら

い
ざ
と
い
う
時

に
は

管
理
組
合
や
入
居
者

自
身
が
災
害
対
応
に
あ
た
れ

る
よ
う
に

同
社
内
の
サ


ビ
ス
向
上
委
員
会
が
ハ
ン
ド

ブ

ク
を
作
成
し
た


　
内
容
は
い
ざ
と
い
う
時

に

ま
ず
は
自
分
の
命
を
守

り

そ
し
て
お
互
い
に
助
け

合
う
﹁
自
助
﹂
と
﹁
共
助
﹂

を
行
え
る
よ
う

必
要
な
情

報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る


　
同
ハ
ン
ド
ブ

ク
は
既
に

全
戸
に
配
布
済
み
だ
が

緊

急
時
の
連
絡
先
を
記
載
で
き

る
﹁
防
災
カ


ド
﹂
な
ど
は
切

り
離
し
て
使
用

で
き
る
た
め


﹁
も

と
た
く

さ
ん
欲
し
い
﹂

と
い
う
要
望
が

入
居
者
か
ら
あ


た
ほ
か

誰

に
も
大
事
で


か
つ
必
要
な
も

の
の
た
め

誰

で
も
見
ら
れ
る
よ
う
同
社
の

ホ

ム
ペ

ジ
上
で
公
開
し

て
い
る


　
大
京
グ
ル

プ
の
㈱
穴
吹

コ
ミ

ニ
テ

は

同
社
が

プ
ロ
バ
イ
ダ

と
し
て
提
供

し
て
い
る

入
居
者
専
用
の

イ
ン
タ

ネ

ト
サ

ビ
ス

﹁
さ

ぱ
す
ね

と
﹂
内
に

今
月
か
ら
管
理
組
合
ご
と
の

﹁
管
理
組
合
ホ

ム
ペ


ジ
﹂
を
開
設
し
た


　
同
ホ

ム
ペ

ジ
で
は


理
事
会
・
総
会
議
事
録
や
カ

レ
ン
ダ

︵
設
備
の
点
検
ス

ケ
ジ


ル
や
ゴ
ミ
の
収
集

日
︶
な
ど
の
管
理
組
合
や
入

居
者
に
と

て
欠
か
せ
な
い

情
報
を
閲
覧
で
き
る
ほ
か


震
災
対
応
マ
ニ

ア
ル
も
閲

覧
で
き
る


　
震
災
対
応
マ
ニ

ア
ル
は

大
京
グ
ル

プ
で
作
成
し
た

も
の
で

各
管
理
組
合
が
マ

ン
シ

ン
の
特
性
に
応
じ
て

マ
ニ

ア
ル
を
作
成
で
き
る

よ
う

多
様
な
フ


マ


ト
書
式
に
な

て
い
る


　
ま
た
﹁
緊
急
時
設
備
取
扱

説
明
書
﹂
も
掲
載


　
先
の
震
災
時

マ
ン
シ


ン
の
諸
施
設
が
地
震
の
た
め

一
時
的
に
使
え
な
く
な

た

が

被
害
が
広
範
囲
に
及
ん

だ
た
め
復
旧
に
時
間
が
か
か


た
こ
の
こ
と
を
教
訓
に


管
理
組
合
自
身
で
比
較
的
簡

単
に
復
旧
で
き
る
設
備
の
説

明
書
を
掲
載
し
た


　
同
社
は

既
に
﹁
さ

ぱ

す
ね

と
﹂
に
加
入
し
て
い

る
全
管
理
組
合
の
理
事
会
に

サ

ビ
ス
を
提
案
し

今
月

中
旬
を
め
ど
に

一
斉
に
サ


ビ
ス
を
開
始
す
る


　
丸
紅
コ
ミ

ニ
テ

㈱


東
京
建
物
ア
メ
ニ
テ

サ
ポ


ト
㈱
両
社
の
グ
ル

プ
会

社︵
丸
紅
㈱
東
京
建
物
㈱
︶

と
三
菱
地
所
㈱
が
共
同
出
資

し
て
設
立
し
た

㈱
つ
な
ぐ

ネ

ト
コ
ミ

ニ
ケ

シ


ン
ズ
は

両
社
の
受
託
管
理

マ
ン
シ

ン
や

そ
の
他
の

マ
ン
シ

ン
へ
防
災
対
策
を

提
供
し
て
い
る


　
同
社
は
当
初

マ
ン
シ


ン
専
用
イ
ン
タ

ネ

ト
接

続
サ

ビ
ス
﹁
ｅ

ｍ
ａ
ｎ

ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
﹂
を
提
供
す
る
会

社
と
し
て
設
立

防
災
に
関

連
す
る
サ

ビ
ス
と
し
て

は

ネ

ト
イ
ン
フ
ラ
を
利

用
し
た
緊
急
地
震
速
報
サ


ビ
ス
﹁
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
︵
ス
ク


プ
︶
﹂
を
提
供
し
て
い
た

が

サ

ビ
ス
を
導
入
し
て

い
た
管
理
組
合
か
ら
﹁
緊
急

地
震
速
報
だ
け
で
は
な
く


防
災
マ
ニ

ア
ル
も
つ
く
り

た
い
﹂
と
い
う
相
談
が
多
数

寄
せ
ら
れ
た
た
め

マ
ン
シ


ン
の
防
災
支
援
サ

ビ
ス

も
行
う
よ
う
に
な

た


　
災
害
発
生
時

被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め

居
住
者
の

身
の
安
全
を
確
保
す
る
に

は
居
住
者
の
備
え﹁
自
助
﹂

と
居
住
者
間
の
助
け
合
い

﹁
共
助
﹂
が
必
要
不
可
欠
と

考
え
る
同
社
は

マ
ン
シ


ン
内
の
﹁
自
助
・
共
助
﹂
の

実
現
に
向
け
た
支
援
と
対
策

を
提
供
し
て
い
る


　
ま
た

同
社
の
マ
ン
シ


ン
向
け
の
防
災
支
援
サ

ビ

ス
﹁

マ
ン
シ

ン
内
被
災

生
活

実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂

は

生
活
者
が
頭
で
理
解
す

る
だ
け
で
は
な
く

マ
ン
シ


ン
単
位
で
学
び

蓄
え
て

行
動
す
る
具
体
性
が
評
価
さ

れ

２
０
１
３
年
度
グ

ド

デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
た


　
︻
新
社
長
︼

　
三
和
建
装
株
式
会
社

︵
東
京
都
西
東
京
市
︶は



月

日
付
で
中
衆
司
氏

が
代
表
取
締
役
社
長
に
就

任
し
た




ア　メ　ニ　テ　ィ（集合住宅管理新聞） （４）（第号） 第三種郵便物認可 ・・



︻
回
答
者
︼

法
律
相
談
会
専
門
相
談
員

弁
護
士
　
内
藤
　
太
郎

Ａ

管
理
組
合
が
落
札
し
て
転
売
で
き
る
か

競
売
物
件
の
落
札
者
が
い
な
い
場
合


　
　
　
増
や
す
環
境
の
整
備
を

　
規
約
を
改
め
女
性
理
事
を

ＮＰＯ日本住宅管理組合協議会
（略称／ＮＰＯ日住協）

ＮＰＯ日住協の催し案内
申込み・問合せ☎０３・５２５６・１２４１

マンションの法律

Ｑ＆Ａ
「法律相談会」から

Ｑ

ＮＰＯ日住協と会員相互の親睦会開催

「春の交流会」

謹賀新年
本年もよろしく

お願い申し上げます。

ＮＰＯ日本住宅管理組合協議会

����������������������������������������������� ��������������������������������������
����������������
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∧
各
種
相
談
会
∨

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
住
協
で
は

毎

月
定
期
的
に
各
種
相
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す

相
談
員

は

一
級
建
築
士

弁
護
士

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
一

流
の
専
門
家
で
す

ご
利
用

に
は
予
約
が
必
要
で
す

電

話
で
日
住
協
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い


相
談
場
所

日
住
協
本
部

会
員
管
理
組
合

無
料

一
般
管
理
組
合

５
千
円

●
管
理
委
託
相
談
会

　
１
月
８
日︵
水
︶
時
か
ら

　
管
理
委
託
契
約
に
つ
い
て

の
相
談

管
理
会
社
と
の
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
の
相
談
　

●
法
律
相
談
会

　
１
月

日︵
水
︶
時
か
ら

　
マ
ン
シ

ン
運
営
上
の
法

律

区
分
所
有
法
・
管
理
規

約
・
細
則
に
つ
い
て
の
相
談

●
管
理
組
合
運
営
相
談
会

　
２
月

日︵
木
︶
時
か
ら

　
管
理
組
合
運
営
理
事
会


総
会
運
営
に
つ
い
て
の
相

談
規
約
・
細
則
の
チ


ク

●
建
物
相
談
会

　
１
月

日︵
金
︶
時
か
ら

　
マ
ン
シ

ン
の
修
繕
︵
維

持
管
理
︶長
期
修
繕
計
画


大
規
模
修
繕
の
相
談
な
ど
　

●
設
備
相
談
会

　
２
月

日︵
水
︶
時
か
ら

　
給
排
水
設
備

配
管

電

気
・
ガ
ス
設
備
等
の
維
持
管

理
・
改
修
等
に
つ
い
て
の
相

談

　
区
分
所
有
法
３

条
は
区
分
所
有
者

全
員
で
﹁
建
物
並
び
に
そ
の

敷
地
及
び
附
属
施
設
の
管
理

を
行
う
た
め
の
団
体
を
構

成
﹂
す
る
と
規
定
さ
れ
て
お

り

管
理
組
合
法
人
も
こ
の

目
的
の
た
め
に
区
分
所
有
法


条
１
項
で
法
人
格
を
取
得

し
た
団
体
で
す

あ
る
目
的

を
実
現
す
る
た
め
に
設
立
さ

れ
た
団
体
で
す
か
ら

そ
の

目
的
か
ら
明
ら
か
に
外
れ
た

行
為
を
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
は
当
然
で
す
他
方
で


目
的
に
直
接
関
連
す
る
行
為

し
か
で
き
な
い
と
考
え
る
こ

と
も
実
際
に
管
理
組
合
が
行

う
行
為
が
多
様
化
し
て
い
る

現
実
に
合
わ
な
い
と
い
う
不

都
合
が
あ
り
ま
す


　
と
こ
ろ
で

本
件
と
類
似

の
事
例
に
つ
い
て

私
と
交

代
で
ア
メ
ニ
テ

の
原
稿
を

担
当
し
て
い
る
石
川
貴
康
弁

護
士
が
裁
判
で
争

た
事
件

が
あ
り
ま
す


　
こ
の
裁
判
は
管
理
組
合
法

人
が
滞
納
者
に
対
し
て

条

の
裁
判
を
提
起
し
て

さ
ら

に
競
売
を
申
立
て

専
有
部

分
を
自
ら
落
札︵
購
入
︶し
て

転
売
す
る
旨
の
決
議
が
管
理

組
合
の
目
的
外
行
為
に
あ
た

る
こ
と
を
理
由
に
当
該
総
会

決
議
の
無
効
確
認
を
求
め
た

裁
判
で
す


　
新
潟
地
方
裁
判
所
長
岡
支

部
︵
平
成

年
６
月

日
︶

の
判
決
は
﹁
管
理
組
合
法
人

の
目
的
の
範
囲
内
の
行
為
は

建
物
並
び
に
そ
の
敷
地
及
び

附
属
施
設
の
管
理
と
い
う
目

的
を
遂
行
す
る
上
で
直
接
又

は
間
接
に
必
要
な
行
為
を
行

う
こ
と
も
含
ま
れ
る
﹂
と
し

た
う
え
で
﹁
管
理
費
等
の
適

切
な
徴
収
は

建
物
の
管
理

保
守
や
維
持
の
た
め
の
財
政

的
基
盤
を
維
持
す
る
上
で
必

要
不
可
欠
で
あ
り

被
告

︵

管
理
組
合
法
人
︶
の
目

的
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要

な
行
為
と
し
て

被
告
の
目

的
の
範
囲
内
の
行
為
で
あ

る
﹂
﹁
買
受
希
望
者
が
現
れ

な
い
場
合
に
限
り

管
理
組

合
法
人
で
自
己
競
落
す
る
と

い
う
措
置
は

区
分
所
有
法


条
１
項
規
定
の
競
売
の
目

的
を
実
質
的
に
達
成
し

管

理
費
の
適
正
な
徴
収
を
可
能

に
す
る
た
め
に
必
要
か
つ
や

む
を
得
な
い
も
の
と
認
め
ら

れ
る
﹂
﹁
買
い
受
け
希
望
者

が
現
れ
な
い
場
合
に
限
り


被
告
が
専
有
部
分
の
区
分
所

有
権
を
競
売
に
よ
り
取
得

し

こ
れ
を
第
三
者
に
転
売

す
る
と
い
う
行
為
は

被
告

の
目
的
を
遂
行
す
る
上
で
直

接
又
は
間
接
に
必
要
な
行
為

で
あ
る
と
認
め
る
の
が
相
当

で
あ
る
﹂
と
判
示
し
ま
し
た

︵
こ
の
結
論
は
東
京
高
裁
で

も
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
︶


滞
納
管
理
費
の
回
収
を
目
的

と
し
て
い
る
こ
と
や
買
い
受

け
希
望
者
が
現
れ
な
い
場
合

と
い
う
限
定
が
付
さ
れ
て
い

ま
す
が

管
理
組
合
が
自
ら

専
有
部
分
を
落
札
し
て

転

売
す
る
こ
と
は
管
理
組
合
法

人
の
目
的
の
範
囲
内
の
行
為

と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す


　
な
お

石
川
弁
護
士
か
ら

聞
い
た
と
こ
ろ
で
は

本
件

裁
判
で
は
管
理
組
合
が
専
有

部
分
を
第
三
者
に
転
売
す
る

こ
と
は
宅
地
建
物
取
引
業
法

に
違
反
す
る
こ
と
も
主
張
し

て
い
た
よ
う
で
す
が

こ
の

点
は
証
拠
か
ら
明
ら
か
で
な

い
と
し
て
厳
密
に
は
判
断
さ

れ
な
か

た
よ
う
で
す

皆

さ
ん
も
ご
承
知
の
こ
と
と
思

い
ま
す
が

免
許
が
な
け
れ

ば
﹁
宅
地
建
物
取
引
業
﹂
を

行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん


無
許
可
で
こ
れ
を
行
う
と
刑

事
罰
が
課
さ
れ
ま
す


　
﹁
業
と
し
て
行
う
﹂
と
言

え
る
か
は
取
引
の
対
象
者
や

取
引
の
目
的
取
引
の
態
様


取
得
経
緯

反
復
継
続
性
等

を
総
合
考
慮
し
て
判
断
さ
れ

ま
す


　
前
述
の
よ
う
に
目
的
の
範

囲
内
と
し
て
許
さ
れ
た
と
し

て
も

転
売
先
を
限
定
し
な

い
で

継
続
的
に
自
己
競
落

と
転
売
を
行
え
ば

﹁
業
と

し
て
行
う
﹂
に
該
当
す
る
可

能
性
が
高
く
な
る
の
で
そ
の

点
は
注
意
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す


　
本
欄
で
﹁
女
性
理
事
長

支
え

た
い
﹂
を
掲
載
し
た

反
響
の
な

か
に

内
容
を
歓
迎
し
つ
つ
も


﹁
趣
旨
に
は
賛
成
だ
が

う
ち
の

規
約
で
は
区
分
所
有
者
で
な
い
女

性
に
は
理
事
資
格
が
な
い
が

﹂

と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る


　
た
し
か
に
標
準
管
理
規
約
に
準

拠
し
た
管
理
組
合
で
は

多
く
の

女
性
が
区
分
所
有
者
で
な
い
こ
と

に
よ

て

役
員
資
格
が
な
い
こ

と
に
な

て
い
る

そ
こ
で

今

回
は

﹁
女
性
理
事
を
増
や
す
環

境
整
備
﹂
に
関
し

﹁
管
理
規
約

の
改
正
を
す
す
め
る
必
要
性
﹂
を

考
え
て
み
た
い


　
マ
ン
シ

ン
の
登
記
は

圧
倒

的
に
夫
名
義
に
な

て
い
る

な

か
に
は

共
働
き
で
半
分
ず
つ
資

金
を
出
し
て
い
る
の
に
共
有
で
は

な
く
夫
単
独
の
名
義
の
と
こ
ろ
さ

え
あ
る

し
か
し

マ
ン
シ

ン

に
い
る
時
間
は

働
い
て
い
る
女

性
の
場
合
も
ふ
く
め
て

妻
の
方

が
夫
よ
り
長
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る


　
ま
た

マ
ン
シ

ン
内
の
知
り

合
い
も
妻
の
方
が

は
る
か
に
多

い

だ
か
ら

管
理
組
合
の
理
事

や
理
事
長
は

も
し
か
し
た
ら
女

性
の
方
が
適
任
で
は
な
い
か
と
い


て
も

そ
れ
ほ
ど
言
い
過
ぎ
で

は
な
か
ろ
う

一
部
に
女
性
の
能

力
を
云
々
す
る
向
き
が
ま
だ
ま
だ

あ
る
よ
う
だ
が

最
近
の
知
事
や

市
長
へ
の
女
性
の
進
出
な
ど
に
見

ら
れ
る
よ
う
に

実
際
に
ポ
ス
ト

に
つ
い
て
み
れ
ば

そ
う
い
う
危

惧
に
根
拠
の
な
い
こ
と
は
明
ら
か

だ
ろ
う


　
ま
た

理
事
会
業
務
を

家
事

の
延
長
と
し
て
と
ら
え
れ
ば

区

分
所
有
者
で
な
い
こ
と
は
そ
れ
ほ

ど
差
し
さ
わ
り
は
な
い
と
思
わ
れ

る

現
に

家
事
の
範
囲
で
の
家

計
の
支
出
は

民
法
で
も
夫
婦
の

区
別
な
く
で
き
る
管
理
規
約
で


役
員
の
範
囲
を
﹁
︵
そ
の
マ
ン
シ


ン
に
住
む
︶
区
分
所
有
者
の
配

偶
者
と
一
親
等
以
内
の
親
族
﹂
と

規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
相
当
あ

り

役
員
の
な
り
手
不
足
を
言
う

前
に
そ
の
よ
う
に
改
正
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
る


　
な
お

金
銭
事
故
な
ど
が
起
き

た
場
合
に
区
分
所
有
者
で
な
け
れ

ば
責
任
が
と
れ
な
い
で
は
な
い
か

と
の
主
張
も
聞
か
れ
る
し
か
し


事
故
を
起
こ
す
よ
う
な
時
に
は


区
分
所
有
者
で
あ

て
も
住
戸
に

は
抵
当
が
つ
い
て
い
て
資
産
は
マ

イ
ナ
ス
と
い
う
の
が
ほ
と
ん
ど
の

場
合
の
実
情
で

区
分
所
有
者
だ

か
ら
責
任
が
と
れ
る
な
ど
と
い
う

主
張
に
は
根
拠
が
な
い


　
　
　
　
　
　
︵
論
説
委
員
会
︶

　管理組合（約６万５千戸）等が加盟
している民間の管理組合団体で昭和年
（年）創立以来年間、管理組合を支
援しています。
住所　〒－
東京都千代田区神田須田町１－　製麺会館３階
電　話　－－
ＦＡＸ　－－
http://www.mansion-kanrikumiai.or.jp

　ＮＰＯ日住協の事例研究セミナー
 
       Brillia多摩ニュータウン
　（旧諏訪２丁目住宅）見学会
日　時　２月１日（土）時半～時
場　所　Brillia多摩ニュータウン
　　　　　東京都多摩市諏訪2-
参加費　　無料
集合場所　小田急永山駅改札口外側
　　　　　京王永山駅改札口外側　
　　　　　（両駅に案内人がいます）
集合時間　時分
　建替え戸数で、全国一といわれる多摩
ニュータウンの諏訪２丁目住宅建替えが
昨年月日、竣工した。戸数は戸
から戸へとほぼ倍増、既に４期にわ
たる販売は、いずれも即日完売した。
階建４棟、階建３棟、計７棟の高層マ
ンション「Brillia多摩ニュータウン」に
生まれ変わった。マンションの敷地内を
自由に通り抜けるほか、オープンカフェ、
クリニック、高齢者支援施設など地域へ
開かれたマンションづくりが特徴です。
年９月に建替え工事に着工し、昨年
月から入居者の引っ越しが始まった。
今回、建替え工事の説明及び外観・施設
などの見学を行います。
主　催　ＮＰＯ日住協本部
　　　　ＮＰＯ日住協東京都支部
協　力　諏訪２丁目住宅マンション建替
　　　　組合

　ＮＰＯ日住協の事例研究セミナー

　川口サマリヤマンションの
　　　　　　　　排水管改修工事
　困難な課題に取り組んだ事例紹介

日　時　３月１日（土）時半～時半
会　場　川口総合文化センター
　　　（川口リリア）階　大会議室
交　通　京浜東北線川口駅。西口歩１分
参加費　会員円　　一般円
定　員　名　先着順
（プログラム）
①川口サマリヤマンション管理組合概要
　川口サマリヤマンション管理組合　
　理事長　永井　忠昭　氏
②過去のズサンな排水管工事の来歴
　川口サマリヤマンション管理組合　
　副理事長　藤川　佐恵子　氏
③給排水管設備更新工事着手までの歩み
　川口サマリヤマンション管理組合　
　理事長　永井　忠昭　氏
④設計の基本コンセプトと工事の概要
　㈱スペース・ユニオン　
　代表取締役　藤木　亮介　氏
主　催　ＮＰＯ日住協埼玉県支部
協　力　川口サマリヤマンション管理　
　　　　組合、㈱スペース・ユニオン、
　　　　京浜管鉄工業㈱
後　援　埼玉県、川口市、埼玉県マンシ
　　　　ョン居住支援ネットワーク

　
私
達
の
マ
ン
シ

ン
は
全
１
５
０
戸
の
管
理

組
合
法
人
で
す

長
期
間
管
理
費
を
滞
納
し
た

人
が
い
る
た
め
区
分
所
有
法

条
の
裁
判
を
や

て

そ

れ
に
基
づ
く
競
売
の
申
立
を
行
い
ま
し
た
も
し
物
件
を

落
札
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
け
れ
ば
競
売
は
取
り
消
さ
れ

て
し
ま
う
と
聞
き
ま
し
た

こ
の
場
合
管
理
組
合
で
落
札

す
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
し

う
か
ま
た
落
札
し
た
物

件
を
第
三
者
に
売
却
す
る
こ
と
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
か


　ＮＰＯ日住協とその会員管理組
合、賛助会員とアメニティクライア
ントなどの企業、それぞれ相互の親
睦をはかることを目的とした恒例の
春の交流会を開催します。

期日　２月日（火）時から
会場　お茶の水　ホテルジュラク

※お申込み案内等は別途、各会員に
　通知いたします。



創業世紀末、南イタリア名門生産者の
「エクストラ・ヴァージン・オリーブオイル」

株式会社ベル・グスト
名様

窓ぎわに取りつけるだけ、窓ぎわあったかい
「冷気ストップパネルＬ」

株式会社ニトムズ
２名様 ５名様

相続対策を考えるきっかけに
「家族で話すＨＡＰＰＹ相続」

週刊住宅新聞社刊

名様

アルファ米、カンパン、五目豆、カロリーメイト、保存水
「オリジナル非常食セット」

中央理化工業株式会社

「動物のふれあいカレンダー
２０１４／ＬＯＶＥ３６５」
三菱電機ビルテクノサービス株式会社

１名様 ５名様

災害用トイレの革命！いつものトイレを災害トイレに
「ほっ！トイレタブレット（回分）」
株式会社セイエンタプライズ・セイショップ事業部 ５名様

納豆専用の鉢であなただけの納豆を
「納豆鉢セット」

茨城マルシェ

工事単価がわかる価格情報誌
「積算資料ポケット版マンション修繕編２０１４」

一般財団法人経済調査会
３名様

新春読者プレゼント！

　　新春読者プレゼント応募方法　　

ア　メ　ニ　テ　ィ（集合住宅管理新聞） （６）（第号） 第三種郵便物認可 ・・

　創業が世紀末、伝統を誇る名門生産者・
クレメンテ社が、南イタリアのあふれる陽光
のもとで育てたオリーブを、手摘みと伝統的
な製法でつくりあげた良質なエクストラバー
ジン・オリーブオイル。金色がかった緑にか
がやく色調は、豊かなオリーブを育んだ大地
を思い起こさせてくれます。今回、良質の少
し熟したオリーブからつくられる「ディオメ
ーデ」と、ＤＯＣ製品（ＤＯＣ＝保護原産地
呼称限定製品）の「レ　マンフレディ」の２
種類から、ｍｌを名様にプレゼント！
ベル・グスト（http://www.belgusto.jp）
からの提供です。写真は「レ　マンフレディ」。
お届けする種類はお任せください。

　三菱ビルテクノサービスのオリジナルカレ
ンダー「動物カレンダー２０１４」を今年も
プレゼント！　動物の夫婦、親子、仲間同士
のふれあいや愛情表現を通してコミュニケー
ションの素晴らしさをつたえます。デザイン
性、機能性とともに毎年高い評価を得ている
オリジナルカレンダーです。キタキツネ、ラ
イオン、シマウマ、マウンテンゴリラ、オウ
サマペンギン、ホッキョクグマ、チーター、
キリン、ニホンザルなどの野生動物の美しい
写真が感動的です。

　消防・防災の中央理化工業（株）で
す。アルファ米３種、保存水３本、缶
入りカンパン２缶、五目豆缶詰１缶、カ
ロリーメイト１箱をセットしました。
　約５食分のオリジナル非常食セット
です。
保存期限２０１５年２月～２０１７年
９月までの品物をセットしました。こ
の２，０００円相当のセットを２名様
にプレゼント致します。
　どうぞ本年もよろしくお願い申し上
げます。

　茨城県のアンテナショップ
「茨城マルシェ」からは、笠間
焼の「納豆鉢セット」をプレゼ
ント。　納豆専用の鉢に薬味皿、
カップ、納豆専用の醤油がセッ
トになっています。
　納豆鉢は底を丸くし、持ち手
を付ける事で、かき混ぜやすく、
注ぎ口を広くすることで、出来
上がった納豆が出し易くなって
います。

「相続対策はほとんどが生前でないとできな
いということを一人でも多くの人に知っても
らいたい。」
　弁護士、司法書士、税理士、ファイナンシ
ャル・プランナー等々名のスペシャリスト
がおくる相続対策本の決定版！
スペシャル特典として巻末に「エンデイング
ノート」付録付き。　
「この本を読んで、家族間で円満な相続に向
けた話し合いの場ができればこれに優る喜び
はありません。」―はじめにより

　マンションの大規模修繕工事、維持管理に
必要な日常点検・調査診断から建築工事・設
備工事・外構工事まで全てを網羅した価格情
報誌。多様な改修工事実例と詳細な工事単価
を掲載。特集は「バリューアップ改修」。省
エネ、防犯・防災、耐震、バリアフリーをテ
ーマに施工事例、工事費を紹介。その他豊富
な見積り実例をもとにした分析結果も掲載。
今号から全国助成金制度一覧を掲載。
建築工事研究会編、年月発行（年１回
発行）
Ａ５判約頁／定価，円（税込）

　災害時、簡易トイレを使えます
か？災害時は誰もがストレスを感
じるもの。そんなときこそ、普段
通りの生活が大切なのです。
　「ほっ！トイレタブレット」な
ら、いつも使っているトイレにビ
ニール袋と薬剤を入れておくだ
け。使用後は薬剤の殺菌作用で臭
いも無く、ゴミ収集開始後、その
まま袋ごとゴミに出すだけ。
（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｅｉ
ｓｈｏｐ．ｊｐ）

　上記の商品をご希望の人は、はがきかＦＡＸに
て、①希望する商品名（「オリーブオイル」「動
物カレンダー」「冷気ストップパネル」「オリジ
ナル非常食セット」「納豆鉢セット」「家族で話
すＨＡＰＰＹ相続」「積算資料ポケット版マンシ
ョン」「トイレタブレット」）を１つ記入し、②
郵便番号、住所、電話番号、③氏名、年齢④本紙
で興味を持った記事⑤今後希望する記事・ご意見

等をご記入の上、下記までお申し込み下さい。
〒１０３―００２５　
東京都中央区日本橋茅場町２―４―１０大成ビル
５Ｆ、㈱東京プラニング内アメニティ編集室「新
春プレゼント」係。ＦＡＸ03-3667-1808
１月３１日必着。
　応募多数の場合は抽選。なお、当選者の発表は
商品発送にかえさせていただきます。

　窓ぎわで冷却された空気の対流をブロック
し、足もとに流れ込む冷気をシャットアウト
します！　窓ぎわの温度を約．～．℃アッ
プさせます。軽くて軽量、どんなお部屋にも
フィットするシンプルなデザインです。窓枠
に立てかけ、特殊着脱テープで簡単に固定す
るだけで取り付けできます。掃き出し窓には
Ｌサイズ、腰高窓にはＭサ
イズがあります。今回Ｌサ
イズを５名様にプレゼント。
（Ｌサイズ＝高さ㎝、幅
㎝）　　　（取付例→）
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我マンションも高齢化が進み
ディサービスの送迎車が停車
安心して暮らせる社会を望む

どうぞご利用ください
　施工会社募集の
　掲載は無料です。
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住
み
替
え
を
検
討
す
る

時

長
年
住
み
慣
れ
た
自
宅

を
売
る
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ

る
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も
い
る
だ
ろ
う


　
そ
ん
な
時
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は

一
般
社

団
法
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移
住
・
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み
か
え
支

援
機
構
の
﹁
マ
イ
ホ

ム
借

上
制
度
﹂
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討
し
て
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だ
ろ
う
か


　
同
制
度
は

機
構
が
住
宅

を
借
り
上
げ

同
機
構
が
入

居
者
も
募
集
し

入
居
者
が

決
ま
れ
ば
賃
料
が
住
宅
所
有

者
に
支
払
わ
れ
る


　
最
初
の
入
居
者
が
転
居

後

次
の
入
居
者
が
決
ま
る

ま
で
同
機
構
の
定
め
る
最
低

保
証
賃
料
が
支
払
わ
れ
る
た

め

住
宅
所
有
者
は
安
定
し

た
賃
料
収
入
を
得
ら
れ
る


　
同
事
業
は

国
の
予
算
で

基
金
が
設
定
さ
れ
て
お
り


万
が
一
の
際
に
は
基
金
か
ら

補
償
が
受
け
ら
れ
る
た
め


安
心
し
て
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用
で
き
る

　

　
制
度
を
利
用
で
き
る
の
は


歳
以
上
の
住
宅
所
有
者

で

利
用
期
間
は
住
宅
所
有

者
と
そ
の
配
偶
者
な
ど
が
死

亡
す
る
ま
で
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終
身
型
﹂

期
間
を
決
め
る
﹁
期
間
限
定

型
﹂
の
二
つ
が
あ
る


　
﹁
終
身
型
﹂
を
選
択
し
て

も

入
居
者
と
の
契
約
は
三

年
毎
に
確
実
に
契
約
が
終
了

す
る
﹁
定
期
借
家
契
約
﹂
の

た
め

契
約
期
間
満
了
後
は

自
宅
に
戻
る
こ
と
も

自
宅

の
売
却
も
で
き
る


　
同
機
構
の
問
合
せ
先
は


電
話
０
３

５
２
１
１

０

７
５
７

　
私
は
食
べ
る
こ
と
が
好
き

だ

料
理
を
し
て
い
る
姿
を
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る
こ
と
も
好
き
だ

な
の

に
自
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で
作
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た
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は
な

い


　
そ
ん
な
自
分
を
反
省
し
て

い
た
と
こ
ろ

市
報
で
﹃
中

高
年
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性
料
理
教
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の
募

集
が
あ

た

ス
グ
に
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募

す
る


　
当
日
集
ま

た
の
は




歳
代
の
人
ば
か
り
８
人


３
日
間
に
わ
た
る
講
習
は


米
の
研
ぎ
方
に
始
ま
り

鮭

の
ム
ニ
エ
ル

豚
の
生
姜
焼

き

缶
詰
の
サ
ン
マ
を
使


た
玉
丼

そ
し
て
ス

プ
作

り
と
多
岐
に
わ
た
り

そ
れ

な
り
に
楽
し
か

た


　
出
来
上
が

た
も
の
を
自

分
達
で
食
べ
る
の
だ
が

と

に
か
く
皆
早
食
い
で
あ
る


話
し
も
せ
ず
ひ
た
す
ら
食
べ

る

１
時
間
以
上
も
か
け
て

作

た
料
理
な
の
に
ア

と

い
う
間
に
食
べ
終
わ

て
し

ま
う
の
だ

ユ

ク
リ

よ

く
噛
ん
で
食
べ
る
私
は
当
然

ビ
リ


　
食
べ
る
早
さ
を
競
う
場
で

は
な
い
け
れ
ど

そ
れ
で
楽

し
さ
は
半
減
し
て
し
ま

た

よ
う
だ


︵
清
瀬
市
・
彦
太
郎

歳
︶

　
無
理
を
せ
ず
慌
て
ず
騒
が

ず
何
事
も
な
る
よ
う
に
し
か

な
ら
な
い
も
の
と
悟
り
切


た
よ
う
な
心
境
と
日
々
健
康

で
あ
り
た
い
と
い
う
の
が
私

の
唯
一
の
願
い
で
す

努
力

と
か
頑
張
る
と
か
は
若
い
頃

の
事
と
思
い
自
然
体
を
一
番

と
し
て
い
る
の
で
す

昨
年

を
振
り
返

て
み
れ
ば
想
定

外
の
楽
し
い
こ
と
が
飛
び
込

ん
で
き
て
く
れ
た
年
だ

た

よ
う
で
す


　
一
番
び

く
り
は
ヨ

ロ


パ
縦
断
鉄
道

日
間
の
旅

で
し
た

ま
さ
か
こ
の
歳
で

こ
ん
な
に
長
く
と
は
思

た

が

友
人
の
誘
い
に
二
つ
返

事
で
の

た

こ
の
こ
と
を

妹
に
話
し
た
ら
旅
行
の
足
し

に
と
５
万
円
く
れ
た

遠
慮

せ
ず
に
す
ぐ
受
け
取

た


道
に
迷
い
ホ
テ
ル
探
し
に
苦

労
し

言
葉
の
壁
も
国
家
間

の
時
差
も
大
き
な
荷
物
に
四

苦
八
苦
し
た
こ
と
も
何
と
か

乗
り
越
え
て

行
く
先
々
で

出
会

た
人
達
は
み
ん
な
親

切
だ

た

小
さ
な
失
敗
は

大
き
な
宝
物
と
思
い

小
さ

な
違
反
は
大
き
な
喜
び
に
つ

な
げ
笑
い
飛
ば
し

人
の
心

に
国
境
は
な
い
こ
と
を
実
感

し
た
楽
し
い
旅
に
な

た


　
ま
た
温
泉
三
昧
の
年
で
も

あ

た

家
族
経
営
の
よ
う

な
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
温

泉

常
連
客
が
安
心
し
て
数

日
間
過
ご
せ
る
よ
う
な
静
か

な
ぬ
る
ま
湯
の
湯
治
場
だ


あ
る
の
は
あ
ふ
れ
る
湯
と
豊

か
な
自
然
と
素
朴
な
食
事
だ

け

お
も
て
な
し
を
感
じ
さ

せ
な
い
お
も
て
な
し
が
嬉
し

い
ひ
な
び
た
古
来
か
ら
の
名

湯
だ
身
も
心
も
癒
さ
れ
た


　
と
ど
め
は
隠
れ
肥
満
返
上

だ

毎
年
の
検
診
で
隠
れ
肥

満
と
言
わ
れ
続
け
て
７
年



月
の
体
脂
肪
検
査
で
数
値

が

・
３
％
に
な

て
い
た


我
が
目
を
疑

た
が
正
し
い

ら
し
い

嬉
し
か

た


　
さ
て
今
年
は

ど
ん
な
パ


ピ

や
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
私

を
待

て
い
る
だ
ろ
う
か

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︻
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円
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書
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ド
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お
送
り
し
ま
す

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小豆沢サンハイツ　
大規模修繕工事見積参加会社募集

所在地　板橋区小豆沢４－１４－９
建物概要　ＳＲＣ造、８階建、住戸
　戸、附属棟、Ｓ年竣工
設計監理　㈲柴田建築設計事務所
工事概要　外壁等躯体補修、外壁塗装
　・防水改修、他
予定工期　Ｈ年８月～年１月末
応募条件　①首都圏に本・支店のある
　特定建設業建設業者②過去５年以内
　に分譲集合住宅大規模修繕を５件以
　上元請。但戸以上又は工事請負
　金額５千万円以上③現場代理人にマ
　ンション大規模修繕現場管理年以
　上経験の有資格含２名技術者常駐。
応募方法　下記書類をＡ４ファイルに
　して２部提出。下記URLから応募
　要領書を入手。http://shibata-co.cs
   ide.com/azusawa/
　①見積参加願書・大規模修繕工事実
　績表（指定書式）②会社概要案内・
　経営審査事項書類コピー・有資格技
　術者数リスト③その他
提出場所（各１部）
　①小豆沢サンハイツ管理組合（管理
　室℡-3966-7710）〒174-0051板橋
　区小豆沢4-14-9　管理室気付
　②㈲柴田建築設計事務所（℡-3827
   -3112）〒113-0022　文京区千駄木3-2
   3-5KMビル
提出期限　１月日（金）時必着
　（問合せ不可）
詳細 http://www.mansion.co.jｐ／

リーベスト東中山ステーションフロン
ト大規模修繕工事　見積参加会社募集

所在地　船橋市東中山２ー６ー５
建物概要　SRC造地上階・塔屋１
　階・地下１階建、戸、Ｈ年竣工
工事概要　仮設、ケレン・洗浄、外壁
　等躯体改修・止水、タイル補修、シー
　リング、壁面・鉄部塗装、バルコニー
　等防水、金物等、オプション工事等
予定工期　Ｈ年８月～年１月
応募資格　①特定建設業許可を有し、
　資本金、総合建設業・管理会社は５
　億円以上、改修専業者は１億円以上
　②売上・工事完成高が年間億円以
　上（過去３年間平均）③経営事項審
　査でＹ評点が点以上④戸数戸
　以上の集合住宅修繕工事の元請施工
　実績が、過去３年以内に５件以上⑤
　請負金額２億円以上の集合住宅修繕
　の元請施工実績が過去３年以内に５
　件以上⑥千葉県又は東京都に本社・
　支店・営業所⑦一級建築施工管理技
　士、又は一級建築士が計５名以上⑧
　工事中集合住宅の実績年以上の有
　資格者が現場代理人常駐
提出書類　①見積指名参加願い（書式
　自由）②会社概要（指定書式：mizu
   shiro@mansion.or.jp　水白宛に請
　求）③会社案内・沿革④経営事項審
　査結果通知書
提出期限　１月日（木）必着
提出先　下記ＨＰに掲載
詳細　http:www.mansion.co.jp/

かわつるグリーンタウン新鶴団地　
給排水改修工事　
コンサルタント会社募集

所在地　埼玉県鶴ヶ島市南町2ー1ー
建物概要　ＲＣ造　５階建　棟　
　　　　　２８０戸　
入居年度　昭和年（１９８４年）
工事概要　給排水共用部分／専有部分
　　　　　の改修
予定工期　平成年６月～年月
応募条件　①首都圏に事務所があるこ
　と②担当技術者は１級管工事施工管
　理技士及び一・二級建築士または施
　工管理技士の資格を有すること
応募方法　工事経歴書、会社概要案内、
　有資格技術者数リスト、その他の書
　類をＡ４ファイル一冊にして提出
提出場所　かわつるグリーンタウン新
　鶴団地　管理組合
　（℡０４９－２８６－７２６４）
　〒３５０－２２１５埼玉県鶴ヶ島市
　南町２丁目　１－号
提出期限　１月日（金）時必着
詳細　http://www.mansion.co.jp

　
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た

今

年
一
年

実
り
多
い
も
の
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す


　
春
に
は

消
費
税
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す

景
気
は
ど
う
な
る
の

で
し

う

生
活
は
苦
し
く
な
る

の
で
し

う
か

心
配
は

絶
え

ま
せ
ん
ね

で
も

私
は
生
来
楽

天
家
な
の
か

お
金
の
計
算
が
得

意
で
な
い
の
で

怒
ら
れ
そ
う
だ

け
ど

ど
う
に
か
な
る
か
な
？
と

も
思

て
し
ま
い
ま
す


　
実
際

消
費
税
が
初
め
て
導
入

さ
れ
た
時
も

５
％
に
引
き
上
げ

さ
れ
た
時
も
ど
う
に
か
慣
れ
て


そ
れ
に
上
手
く
対
応
し
て
来
ま
し

た

確
か
に

心
配
す
れ
ば
キ
リ

が
あ
り
ま
せ
ん

消
費
税
だ
け
で

な
く

年
金
の
問
題

介
護
保
険

の
問
題
は

こ
の
先
ど
う
な

て

い
く
の
で
し

う
か


　
日
本
は
ま
す
ま
す
の
高
齢
社
会

に
な
り

年
後
に
は
人
口
の


％
近
く
が
後
期
高
齢
者
に
な
り


私
自
身
も
前
期
高
齢
者
と
な
り


年
金
生
活
者
と
な

て
い
る
か
と

予
想
出
来
ま
す

そ
し
て

そ
の

時
子
供
達
の
世
話
に
な
ら
ず
に


自
立
し
た
生
活
が
出
来
る
か
ど
う

か
は

国
の
政
策
に
掛
か

て
い

ま
す


　
楽
天
家
の
私
も

子
供
達
に
迷

惑
を
掛
け
ず
に
生
活
出
来
る
か
な

と
考
え
る
と

不
安
に
な

て
し

ま
い
ま
す
が

起
こ

て
い
な
い

事
を
思
い
悩
ん
で
も
し
か
た
が
な

い
か
な


今
を
着
実
に
幸
せ
に

過
ご
す
こ
と
も
大
切
で
す


　
我
マ
ン
シ

ン
は

高
齢
化
が

進
み

平
日
の
朝
と
も
な
れ
ば


時
間
差
で
何
社
も
の
デ

サ

ビ

ス
の
送
迎
車
が

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

前
に
停
車
さ
れ
ま
す

そ
し
て


車
イ
ス
の
住
民
が
乗
せ
ら
れ
て
行

き
ま
す


　
か
つ
て
は

働
き
盛
り
で

朝

に
は
通
勤
の
た
め

最
寄
の
バ
ス

停
ま
で
大
股
で
急
い
で
歩
い
て
い

た
方
々
が
着
実
に
年
齢
を
重
ね


要
介
護
状
態
に
な

て
い
る
わ
け

で
す

社
会
の
縮
図
で
す


　
こ
の
私
自
身
も
何
年
後
か
は


デ

サ

ビ
ス
の
お
世
話
に
な


て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね

そ

の
時
ま
で

元
気
い

ぱ
い
仕
事

に

趣
味
に
生
き
て
行
き
た
い
も

の
で
す


　
新
し
い
年
の
初
め
に
い
ろ
い
ろ

考
え
ま
し
た
が

一
日
一
日
を
大

切
に

健
康
に
過
ご
す
た
め
に


ま
ず
は

努
力
す
る
事
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す


　
　なお、本紙ホームページ
　にも見積参加会社募集の
　案内を掲載しています。

http://www.mansion.co.jp/

（問い合わせ先）
　　　集合住宅管理新聞
　　　「アメニティ」編集室
　　　TEL-3666-1973
　　　FAX-3667-1808
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第

回
住
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い
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ム

コ
ン
ク

ル
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賞
作
品
　
　

公
益
財
団
法
人
住
宅
リ
フ


ム
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処
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セ
ン
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第三種郵便物認可

２０１４年（平成２６年）
　１　月　５　日（日）

国土交通大臣賞
「社員寮→区分所有型コーポラティブハウス」
　役割を終えた社員寮をコーポラティブハウスに変身
させた作品。居住者が事業主体となり、豊かで個性的
な住戸がつくられた。また、事業を通して居住者同士
のコミュニティが形成された。

一
般
社
団
法
人
住
宅
リ
フ


ム
推
進
協
議
会
会
長
賞

﹁
共
同
住
宅
に
お
け
る
パ

シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
の
定
石
を
目

指
し
た
エ
コ
リ
フ


ム
﹂

　
パ

シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
に
よ
り
快
適
な
生
活
を
目
指
し
た

リ
フ


ム
北
側
の
冷
気
を
防
ぐ
建
具
や
三
方
向
通
風


断
熱
材
の
使
用
な
ど
多
く
の
工
夫
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

　
昨
秋

公
益
財
団
法
人
住

宅
リ
フ


ム
・
紛
争
処
理

支
援
セ
ン
タ

主
催
に
よ
る

﹁
住
ま
い
の
リ
フ


ム
コ

ン
ク

ル
﹂
の
入
賞
発
表
が

あ

た

応
募
総
数
６
１
２

件
の
中
か
ら

特
別
賞
４
作

品
を
は
じ
め
と
す
る
入
賞


作
品
が
選
ば
れ
た

戸
建
て

と
マ
ン
シ

ン
の
応
募
数
の

比
は
３
対
１
で

マ
ン
シ


ン
は
１
５
３
件

マ
ン
シ


ン
の
平
均
築
年
数
は

年


　
同
コ
ン
ク

ル
は
全
国
各

地
で
施
工
さ
れ
た
住
宅
リ
フ



ム
の
事
例
を
募
り

住

ま
い
と
し
て
優
秀
な
事
例
に

つ
い
て
建
築
主
︵
施
主
︶
・

設
計
者
・
施
工
者
を
表
彰
し


こ
れ
を
消
費
者
や
事
業
者
に

広
く
紹
介
す
る
こ
と
に
よ

り

住
宅
リ
フ


ム
の
促

進
と
リ
フ


ム
の
水
準
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
今
回
で

回
目
と

な
る

特
別
賞
の
４
賞
は


　
◎
国
土
交
通
大
臣
省


﹁
社
員
寮
↓
区
分
所
有
型
コ


ポ
ラ
テ

ブ
ハ
ウ
ス
﹂

︵
持
家
共
同
建
大
阪
府
︶

設
計
／
Ｉ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
︵
㈱

Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｓ

斉
藤
建
築
設
計

室

Ａ
Ｎ
Ｔ
空
間
研
究
所


連
建
築
舎
︶

施
工
／
春
建

築
工
房
㈲
山
高
建
設
工
業


　
◎
独
立
行
政
法
人
住
宅
金

融
支
援
機
構
理
事
長
賞


﹁
伝
統
工
法
を
生
か
し
た
美

し
い
耐
震
改
修
﹂
︵
持
家
一

戸
建

兵
庫
県
︶

設
計
／

田
村
真
一

施
工
／
㈱
山
本

博
工
務
店

　

　
◎
公
益
財
団
法
人
住
宅
リ

フ


ム
・
紛
争
処
理
支
援

セ
ン
タ

理
事
長
賞

﹁
連

島
の
家
﹂
︵
持
家
一
戸
建


岡
山
県
︶

設
計
／
塚
本
雅

久
建
築
設
計
事
務
所

施
工

／
㈱
松
建
グ
ル

プ

　
◎

一
般
社
団
法
人
住
宅
リ
フ



ム
推
進
協
議
会
会
長
賞


﹁
共
同
住
宅
に
お
け
る
パ


シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
の
定
石
を
目

指
し
た
エ
コ
リ
フ


ム
﹂

︵
持
家
共
同
建
千
葉
県
︶

設
計
／
み

つ
デ
ザ
イ
ン
研

究
所

施
工
／
㈱
金
正


　　　　　　今月の紙面
１面　新年のごあいさつ
２面　新マンション事情、工事事例
３面　情報INDEX、管理会社防災対策
４面　メンテナンス企業ガイド
５面　論談、マンションＱ＆Ａ、催し
６面　新春読者プレゼント
７面　住み替え情報、集合郵便箱他

☆「アメニティ」とは快適さのことです。
　本紙は分譲集合住宅の快適な生活をめ
　ざして、管理組合と居住者の皆さんが
　参加して手作りする新聞です。
☆本紙はＮＰＯ日住協との共同編集によ
　り発行しています。

審
査
員
を
も
感
動
！
♪

　
吹
奏
楽
好
き
の
筆
者
が
近
年
驚
い
て
い
る
の

が

わ
ず
か

名
足
ら
ず
の
吹
奏
楽
部
の
存
在
で

す

島
根
県
太
田
市
立
大
田
第
三
中
学
校
吹
奏
楽

部
は
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ル
の
小
編
成
の
部

に
出
場
を
続
け
て
お
り

２
０
１
３
年
８
月
に
開

催
さ
れ
た
２
０
１
３
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ル

島
根
県
大
会
に
お
い
て


団
体
中
﹁
金
賞
・
代

表
・
最
優
秀
﹂
を
獲
得
し
ま
し
た

こ
の
数
年


ず

と
金
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
１
年
生
２
人


２
年
生
２
人
３
年
生
４
人
の
全
員
で
８
人
で
す


８
人
の
﹁
吹
奏
楽
団
﹂
と
い
う
編
成
で
は
と
て
も

無
理
が
あ
る
の
が
普
通
で
す

し
か
し

彼
女
た

ち
は
１
人
で
い
く
つ
も
の
楽
器
を
演
奏
し

そ
れ

ら
の
楽
器
を
と
て
も
巧
く
操
つ
り

演
奏
も
素
晴

ら
し
く

音
楽
性
も
豊
か
で
す


楽
器
の
持
ち
か
え
も
ス
ム

ズ
♪

　
演
芸
で
は
時
に

１
人
で
い
く
つ
か
の
楽
器
を

操
る
パ
フ


マ
ン
ス
が
あ
り

と
て
も
楽
し
い

芸
だ
と
感
心
を
す
る
の
で
す
が

吹
奏
楽
団
で
そ

れ
を
や
る
の
は

今
ま
で
は
パ

カ

シ

ン
を

担
当
す
る
大
太
鼓

小
太
鼓

シ
ン
バ
ル
な
ど
を

掛
け
持
ち
す
る
の
は
当
た
り
前
に
あ
り
ま
し
た


フ
ル

ト
と
ピ

コ
ロ
も
そ
う
で
す

し
か
し


大
田
第
三
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
部
員
た
ち
は

ト

ラ
ン
ペ

ト
と
ホ
ル
ン

ユ

ホ
二
ア
ム
と
チ



バ
な
ど
の
楽
器
を
次
々
と
吹
き
こ
な
し
て
演
奏

し
ま
す
し
か
も
上
手
い
の
で
す
彼
女
た
ち
は
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